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▶今月号の巻頭シリーズでは，桜十字病院を取
材しました。お話を伺った建山さんが，職員のこ
とを「社員」と表現されていたのが印象的で，
ご本人も「企業で働いている感覚が半分」と
仰っていたように，企業的な病院だと感じました。
働く人を大切にする桜十字病院の理念や取り組
みから，真似できそうな部分をぜひ参考にしてい
ただければ幸いです。取材にご協力いただきまし
た皆さま，ありがとうございました。▶特集では，
古くて新しい永遠のテーマを取り上げました。
「患者の尊厳」と「安全」は二項対立的に語ら
れることもあり，そこにジレンマを抱える看護師の
方も多いのではないかと思いますが，二項対立
に陥らずに乗り越えられる（はず）と信じていま
す。少しでも，倫理的なケアを目指す看護管理
者の皆さまの力になれる雑誌でありたいです。
� （林田）

▶2023 年 11 月に横浜市で開催された第 54 回
日本看護学会学術集会を取材してきました。8
月の第 27 回日本看護管理学会学術集会と同
様に，多くの参加者による活気にあふれていて，
充実した取材になりました。▶2023 年の 11 月
号，12 月号でDX関連の記事を担当したことも
あり，第 54 回日本看護学会学術集会の基調講
演で高橋弘枝会長が「看護 DX」について発
言されていたのが印象的でした。業務の複雑
化・多様化が進む中，技術の発展で代替してい
くことは，看護職の皆さまの負担軽減や優先度
の高い仕事への注力につながるはずです。患者
や看護職の安全を守り，倫理的なケアの実践を
支えるという，本号の特集の内容にも通じるもの
だと思います。国が主導して急速に推進されてい
る医療DXが，看護職の皆さまにとってもよい変
化をもたらすことを願っています。� （古賀）

編集後記

特集

エビデンスに基づく
病棟マネジメントに向けて
米国のナースサイエンティストから学ぶ
エビデンスに基づいた看護を提供していくことが求められる中，米国では，患者アウトカムの評価
だけでなくナースアウトカムの評価も求められます。そのため，ナーシングリサーチセンターが設置
され，ナースサイエンティストによるさまざまな研究を基に，エビデンスに基づく看護実践とその評価
が行われています。� �
その一例として，Patricia Dykes 氏やDavid Westfall Bates 氏らの研究チームは，「患者安全
のための転倒転落介入キット（Fall Tips）」を開発。このキットを使うことで転倒転落を減少させ
る実践と，評価についての研究が行われています。� �
エビデンスに基づいた看護実践やマネジメントをわが国で行うために，看護管理者が何を知り，
何を決断しなくてはならないのか，米国での実践をヒントに考察します。

エビデンスに基づく病棟マネジメントのために◉森脇睦子
エビデンスに基づくベッドサイドケアにつなげる研究 
米国のナースサイエンティストの活動◉Patricia Dykes
クリニカルナースサイエンティストの育成とリサーチの取り組み◉Kumiko Schnock
日本におけるナースサイエンティスト／リサーチセンター実現に向けた可能性と課題 
◉秋山智弥
Dykes 氏の実践に学ぶ，研究の臨床への展開と日本における課題 
◉田中理子／森脇睦子
臨床の疑問をデータで明らかにする 
日本における実践の一例◉森脇睦子

特別記事

高度実践看護師の社会ニーズに即した実践を考える 
看護管理者と専門看護師（CNS）から◉木村弘江／齋藤大輔
看護管理者と診療看護師（NP）から◉太田恵子／本田和也

看護管理者の皆さまのための生
涯学習サービスを開始します。
下記Webサイトを，ぜひチェッ
クしてみてください。
https://kanlabo.igaku-shoin.
co.jp/

「看護管理 まなびラボ」はじまります！
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